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研究要旨 
本研究の目的は、退院支援における評価指標について文献検討にて明らかにすることで
ある。医学中央雑誌より「退院支援」、「患者満足度」、「アウトカム評価」、「評価指標」等
のキーワードを用いて検索し、66 件の文献について文献検討を行った。 
退院支援における評価指標は、ストラクチャー、プロセス、アウトカムにおいて多様な指
標があげられた。評価指標には連携数や在院日数等に加えて、QOL、有害事象の防止等
の患者・利用者本位の指標や、療養の場の移行に伴う情報共有や患者を中心とした治療や
療養先選択の話合い等のケアの質指標となるプロセス評価も導入していくことが求めら
れる。 

 
A. 研究目的 
本研究の目的は、退院支援における評価
指標について文献検討にて明らかにする
ことである。 

B. 研究方法 
 医学中央雑誌 Web 版 Ver5.0 の全期間の
データを対象として（検索日 2018/9/3），
「退院支援」、「患者満足度」、「アウトカム
評価」、「評価指標」、「尺度」、「介入効果」の
キーワードを用いて原著論文、抄録ありに
ついて検索した。230 件の論文が抽出され、
事例、退院支援に関する記載のないもの、精
神疾患・ストマケアや THA など特定の疾
患に特化したもの、看護師意識のアンケー
ト調査によるもの、文献検討、スタッフ教育
プログラムの開発に関する論文 146 件を除
外し、重複文献 18 件を除く 66 件を分析対
象とした。 

C. 研究結果 
１．退院支援評価指標 
１）ストラクチャー 
 評価指標として、入退院支援部門の設置 
専従の職員の配置、定期的な地域支援者と
の会議開催、スクリーニングシート、退院支
援パス等のシステムの導入、退院支援マニ
ュアルの作成、退院支援に関する院内外の
研修開催、地域における退院支援ルール、ツ
ール作成、信頼できるかかりつけ医の存在
１）があげられた。 
２）プロセス 
プロセス評価として、介護支援連携等指

導２）、退院前訪問指導、退院時共同指導、退
院後訪問指導、入退院支援加算、入院時連携
加算等３），４）の加算取得状況があげられた。 
また尺度として、退院準備度評価尺度

(DRI) ５）、病棟看護師の退院支援における
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包括的評価指標 7因子 35項目６）、プログラ
ム援助要素に基づくフィデリティ(プログ
ラム準拠尺度) ７）、退院支援における SW 実
践のアウトカム評価 36 項目８）、外来化学療
法に関する意思決定のバランス尺度９）、退
院支援実践自己評価尺度（24 項目 4下位尺
度 6段階評価）１０），１１）、がん患者退院支援
尺度 5件法 43 項目 7因子構造１２）、退院支
援看護師の個別支援における職務遂行評価
尺度(NDPAS、4 因子 24 項目）１３），１６)、
退院支援におけるチームワーク尺度(32 項
目 7段階評価、3 下位尺度）１４）、在宅の視
点のある病棟看護の実践に対する自己評価
尺度（25 項目 5 因子）１５）、ディスチャー
ジプランニングプロセス評価尺度１６），１７)、
認知症を有する人の退院支援ニーズ評価尺
度（22 項目 4 因子構造）１８）、医療施設に
おける高齢者看護の質評価指標（退院支援
の領域）１９）が開発されている。 
他にもカンファレンス実施率３），２０）、退

院支援計画書の記入４）、介入依頼件数４），２

１），２２）、カンファレンス開催までの日数２３）、
MSW コンサルトまでの日数２３）、介入から
退院までの日数２０）がプロセス評価として
用いられていた。 
３）アウトカム 
 評価指標として、在院日数２４）-２９）、再入
院率２）、入院に関連する合併症、転帰（退院
場所）２６）、在宅復帰率２４），３０）、死亡率、
患者満足度３１）、介護者満足度３２）、ADL変
化（FIM、BI、日常生活機能評価点数、歩行
距離) ２４），２６），３０）、認知機能変化３３）、患
者心理的健康度、介護者心理的健康度、病院
費用、すべてのヘルスケアコスト、薬剤使
用、医療ソーシャルワーカー介入依頼件数
２）、介護保険新規申請および区分変更申請

件数２）が抽出された。 
２．患者満足度 
 患者満足度指標として、質的分析により
【患者の意向の確認】【説明や指導のわかり
やすさ】【退院支援に対する満足度】３４）や
入院全経過の満足(「入院満足」)率、退院の
話が出てから退院までの期間の満足(「退院
満足」)率、「連携室の対応満足」、「不安の相
談相手の対応満足」、「退院先の満足」、治療・
予後と退院後生活にたいする不安３５）等が
あげられた。さらに患者満足度評価尺度日
本語版(CSQ-8J)に準拠した 16 項目（オリ
ジナル）３６）が開発されている。 
D. 考察 
 退院支援における評価指標は、ストラク
チャー、プロセス、アウトカムにおいて多様
な指標があげられた。退院支援では職員の
配置やスクリーニング・退院支援計画書立
案等のシステム構築だけでなく患者や利用
者へのケアプロセスの評価も重要である。
アウトカム指標には連携数や在院日数等に
加えて、QOL、有害事象の防止等の患者・
利用者本位の指標や、療養の場の移行に伴
う情報共有や患者を中心とした治療や療養
先選択の話合い等のケアの質指標となるプ
ロセス評価も導入していくことが求められ
る。 
E. 結論 
 退院支援における評価指標は、ストラク
チャー、プロセス、アウトカムにおいて多様
な指標があげられた。評価指標には連携数
や在院日数等に加えて、QOL、有害事象の
防止等の患者・利用者本位の指標や、療養の
場の移行に伴う情報共有や患者を中心とし
た治療や療養先選択の話合い等のケアの質
指標となるプロセス評価も導入していくこ
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とが求められる。 
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